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ＩＰＭの中で農薬は適時・的確に必要最小限の使用が基本となる

が、飛散はいわばロスであり、散布区域周辺での環境負荷の一因と

なるばかりでなく、周辺作物への残留リスクをもたらす等、ＩＰＭ

推進上解決しなければならない重要な技術的課題である。とりわけ

残留農薬基準のポジティブリスト制度施行に伴い、周辺作物に対す

る影響防止は喫緊の課題となっており、生産者が安心・確実に必要

な防除に取り組めるよう、対策を確立していく必要がある。

しかし、農薬の飛散に関する調査研究の蓄積は十分ではなく、様

々な作物栽培形態や農薬散布手法それぞれに合った対策を講じてい

くには、これまで各方面で取り組まれてきた要素技術を整理、評価

するとともに、必要な技術的課題について調査検討をすすめ、飛散

低減対策技術を体系的に確立していくことが必要である。

このため、農林水産省は、｢ＩＰＭ技術評価策定・情報提供委託

事業（周辺作物飛散影響防止対策基準策定事業）｣を実施し、平成1

9(2007)～21(2009)年の３年間の事業成果として、社団法人 日本植

物防疫協会により、平成22年３月に｢農薬飛散対策技術マニュアル｣

が取りまとめられた。

農薬飛散対策の対応に当たって、本マニュアルは参考にすべきこ

とが多々あるため、ここに技術情報として掲載する。

平成24年12月 消費・安全局植物防疫課
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